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東京大学の教育～「大学教育の達成度調査」からみえてくるもの
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特
集 ～「大学教育の達成度調査」からみえてくるもの

大学総合教育研究センター

　大学総合教育研究センターでは、教育企画室の委託を受け、2008 年度から卒業生に対する大学教育の達

成度に関する調査を実施している。2009 年度の調査は、2010 年 3月に卒業生 2,983 名を対象として実施

され、回収率は約 60％であった。調査にご協力をいただいた各学部と学生のみなさんに御礼を申し上げる。

また、調査の実施にあたっては調査委員会を組織した。関係者の皆様にも御礼を申し上げたい。

　本調査は、東京大学の教育・研究環境の向上を目的として、学生に、東京大学の学習環境、学習経験や

大学生活についてたずねるものである。調査結果は、大学総合教育研究センターで分析し、その結果を東

京大学の自己評価さらに教育研究の改善に活用することとなっている。本報告書は、このうち、全体の速

報を示すものであり、今後よりいっそうの分析を続け報告していく予定である。

　今回は 2回目の試みであり、回収率は上昇しているものの、依然として学部によってかなりのばらつき

があり、全体の傾向としてみるためには留意が必要である。本報告書に関しても、忌憚のないご意見をい

ただければ幸いである。また、引き続き各学部と学生諸君の調査への協力をお願いしたい。

2011 年５月

大学総合教育研究センター長

吉見俊哉

　大瀧友里奈 大学総合教育研究センター・特任助教 ○大多和直樹 大学総合教育研究センター・助教

　岡本　和夫 大学総合教育研究センター長  ○小林　雅之 大学総合教育研究センター・教授

　藤原　毅夫 大学総合教育研究センター・特任教授 　山本　　泰 大学院総合文化研究科・教授

○劉　　文君 大学総合教育研究センター・特任研究員 　( 五十音順　○は、本報告書執筆者 )

○アンケート送付日　　：2010 年 3月 25日 ( 卒業式の日 )
○卒業者数　　　　　　：2,983 票
○回答数　　　　　　　：1,781 票
○回収率　　　　　　　：59.7％ ( 回収率は、回収数 /卒業者数 で計算した )
※学部 ( 各学科 ) が、卒業式後の書類配付時に調査票を配付し、以下の Aおよび Bの方法で回答・回収した。
　A.　自記による回答後、各学部が回収　( 法、文、理、農、経済、薬、工 )
　B.　自記による回答後、大学総合教育研究センターに郵送　( 医、教育、教養 )

東京大学の教育
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  「A. 大学に入ってからやりたいことが

明確に決まっていた」に「あてはまる」

「まああてはまる」と回答した学生は、

36.3％となる。過半数が明確に決まって

いないことになるが、そのかわりに、授

業への関心は高く「C. 授業をつうじてや

りたいことを見つけたいと考えていた」

という学生は「あてはまる」と「まああ

てはまる」をあわせると 74.6％にのぼる。

　一方、入学前の準備 ( レディネス ) を見

てみると「D. 入学前から…アカデミック

な知識や思想について勉強していた」は、

25.2％にとどまる。

Ｑ．入学時の様子についてお聞きします。 

つぎのことは、どの程度あてはまりますか。

Ｑ．あなたは、東京大学の教育をつうじて、以下のような点

を身につけたと思いますか。

　「A. 専門領域の理解」、「B. 学部共通の

基本的知識・考え方」、「C. 幅広い知識や

見方」、そして、「D. 学問の俯瞰」の各項

目について、本学の教育をつうじて、「身

についた」＋「まあ身についた」と回答

した学生は 70％弱にのぼった。ただし、

各項目において「身についた」だけをみ

ると、15％以下の値にとどまっている。

「身についた」と自信をもって回答でき

る学生は少ないということだろう。

　「E. 将来の方向性」についてもほぼ

同じ傾向にあるが、「身についた」が

17.8% となり、上記 4項目よりも若干高

くなっている。
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Ｑ．あなたは、大学時代をつうじて、以下のような点を身に 

つけたと思いますか。

　大学時代をつうじて、身につけた能力

としてあげられているのは、「B. 問題を

設定して体系的に分析する能力」「C. 論

理的な文章をまとめる能力」「D. 自分の

考えを人に伝える能力」「E. 人間関係を

うまく保つ能力」で、いずれも「身に

ついた」と「まあ身についた」をあわせ

て 70％前後の学生が身についたとして

いる。これに対して、あまり「身につい

た」と評価していないのは、「F. 外国語

でコミュニケートする能力」で、身につ

いたとする学生は28.2％に過ぎず、「A.社

会に出てすぐに役に立つような知識や能

力」も 38.8％の学生が身についたとして

いるに過ぎない。さらに、「G. 自ら企画

を立て、実現させていく能力」「H. IT を

利用する能力」についても、身についた

と回答している学生は、54.3％と 54.2％

となっている。　

Ｑ．専門学部・学科等のカリキュラムについてお聞きします。 　専門学部・学科のカリキュラムについ

て、「A. きちんと体系化されていた」と

評価する学生は、「あてはまる」と「まあ

あてはまる」をあわせて 71.0％で、「B. 必

修科目が多く、かえって自分のやりたい

ことができなかった」「C. 自由すぎて、な

にをどう勉強すればよいかわからなかっ

た」「D. カリキュラムのアップデートが

されていなかった」という否定的な項目

について、「あてはまらない」と「あまり

あてはまらない」という回答は 63.4％、

68.4％、69.3％である。しかし、「E. 専

門領域の全体が理解しづらかった」に「あ

てはまる」と「まああてはまる」という

学生は 40.7％とやや多くなっている。
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　「A. 所属学科・コースの教員の指導は

十分だった」に「あてはまる」＋「まあ

あてはまる」と回答した割合は 80.6％

にのぼる。また、「B. 優れた教員の考え

方や生き方に触れた」についても同様に

81.4％となっており、教員に対する学生

の評価は高いとみてよい。

　「C. ＴＡ（ティーチング・アシスタント）

が機能していた」については、機能して

いると答えた学生は、45.4％であった。

Ｑ．教員や教育制度との関係についてお聞きします。
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Ｑ．大学時代を通じての経験を総合して、つぎのようなことはどの程度あてはまりますか。

　学生が優れた友人と出会う経験が多いということが東京大学の学習環境の一つの特徴といえるだろう。

本年度もこのことが浮き彫りとなった。「I. 優れた友人に感心したり感化されたり」といった経験をした

者が「あてはまる」で 59.2％となり、「あてはまる」＋「まああてはまる」では、実に 89.5％にのぼる。

　また、「H.議論したり考えたりする友達」も「あてはまる」＋「まああてはまる」をあわせると85.5％となっ

た。「G.10 万円貸してくれる友達」という項目は、困ったときに助けてもらえるという感覚をたずねた

ものであるが、56.4％となった。

　このような環境のなかで、84.6％の学生が「E. 自分なりのものの考え方」を習得したと答え、また、「F. 一

つのことに没頭した」という経験も 81.8％にのぼるなど、豊かな学習経験という面でも高い数値がみら

れた。
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Ｑ．あなたは、大学時代につぎのような経験がありましたか。
　「A. 大学の途中でやる気が削がれてし

まった」について、「あてはまる」と回

答した学生は 17.0%、「まああてはまる」

と合わせると、51.0％となり、肯定的

な回答をした学生の割合が半分以上にな

る。

　また、「B. 専門用語などが説明なしに

使われ、授業についていけなかった」と

「C. 専門課程を修得するだけの能力や前

提となる知識を欠いていた」の二つの項

目についての回答は、「あてはまる」で、

それぞれ 11.4％、13.1% であり、「まあ

あてはまる」とあわせると、それぞれ、

44.8%、54.3% に達している。

　その一方、「D. 勉強したい専門がなかっ

た」について、「あてはまる」との回答

はわずか 3.0% で、「まああてはまる」とあわせても、18.0％にとどまっている。また「E. 就職活動に時間

を割きすぎた」について、「あてはまる」と回答した学生は 4.1% にすぎず、「まああてはまる」と合わせて、

15.0 % となっている。

　学問的な交流のあり方についてみてい

くと、69.6％の学生が教員との交流が

あったと答えている。教員よりも先輩と

の交流の方が 77.1% と若干高くなる。先

輩との繋がりが機能していることがわか

る。

　同輩との学問的な交流機会では、

87.3% の学生が交流があったと答えてい

る。その一方、後輩とでは 48.2% にとど

まる。また、留学生、外国人との学問的

交流は、36.4% となっている。つまり、

外国人と学問的な交流をする機会はそれ

ほど整っていないとみるべきだろう。

Ｑ．次のような人と学問的な交流がありましたか。
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Ｑ． あなたの大学生活を通じた満足度についてお聞きします。
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　授業、サークル、アルバイト、就職活動等にどのくらいの時間を割いたかを割合でたずねた質問

である（3年時、4年時の各年時ごとに A～ Eを合計すると 10割になるように、各項目への時間配

分を回答してもらった）。箱ひげ図をみると 3年時においても 4年時においても、「A. 授業・授業関

連の勉強」に最も力を入れていることがわかる。平均をみると 3年時には 3.5 割となるが、4年時

には 4.5 割に増える。ただし、4年時には、分散もまた大きくなり、力を入れて勉強している学生と

そこそこの学生の差が大きくなっている。

　3年時にはサークル・ボランティア活動の比重も高い。3年時の図をみると、授業・勉強との「箱」

の部分の重なりが比較的大きいことがわかる。それに対して4年時には、中央値が低下するとともに、

勉強との間の「箱」の重なりが小さくなっていることがわかる。4年生では、勉強へのシフトが起

きていることがみてとれる。

Ｑ．あなたは、次のような項目に、時間をどのように配分していましたか ( 四年制課程のみ集計 )。

箱ひげ図 : 中央の太線は中央値、箱の中に 50％が収まる ( 箱の上端が第 1四分位点、下端が第３四分位点 )。
○および *は外れ値。

( 割 )
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Ｑ．あなたの成績についてお聞きします。「優」(A) は何割くらいありましたか。

　優の割合をみると、中央で山ができる正規分布状に分布しているというよりも、双峰型に分布していると

みることができる。３割と 7割のところに山があり、4割のところが谷となっている。

　なぜ 2つの山になっているか興味深いが、今後の検討課題である。

（注）無回答（8.0％）を除く割合
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　他学部聴講の経験率は、53.8% と過半

数に達している。同じ学部の他学科の科

目の聴講経験は、これよりも 10.5 ポイン

トほど高く、64.3% となる。

　他学部聴講の理由は、「A. 別の専門の

科目を聴講して視野を広げるため」が最

も多く 63.5% となる。これは他の学問領

域への学生の関心にもとづく履修である

が、一方で「C. 単位を取得するため」と

いう理由での聴講も 57.7% にのぼってい

ることにも注意が必要である。

　教職に必要な単位を取得するための履

修は 7.6％にとどまる。

Ｑ．他学部聴講についてお聞きします。

Ｑ． どういう意図で聴講しましたか(他学部聴講をしている者のみ)。

 　東京大学が提供する学習機会の中で高

評価を得ているのが卒業論文 / 研究であ

る。「B. 卒業論文 / 研究は自分にとって

意味があると思う」と答えている学生は

77.1% にのぼる。

　海外経験・語学経験では、「E. 外国人と

のつきあいがある」が 49.7% であること

から、外国人とコミュニケーションする

機会を持つ学生も一定数いるとみてよい。

しかしながら留学経験となると、5.3% に

とどまる。

　「G. 資格取得のためにダブルスクール」

や「I. 英会話などの語学の学校」に通っ

たのは、それぞれ 12.7%、10.9% となっ

ている。

Ｑ．在学時の学習機会・経験についてお聞きします。
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　進学先が、進学前にイメージしていた

通りとする学生は、29.4％、「ほぼイメ

ージ通り」とする学生は、48.1％で、あ

わせると 77.5％の学生がイメージ通りだ

ったとしている。これに対して、イメー

ジ通りではなかったとする学生は 17.4％

で、イメージと現実の齟齬がある学生も

一定の割合で存在している。

Ｑ．進学先は、進学前にイメージしていた通りでしたか。

　東京大学の独自の教育方式である前期課程での教養教育と後期課程での専門教育の組み合わせについ

て、学生の評価をたずねた。現行方式である「A. 前期課程でいろいろ広く学んで、後期課程で専門を深

めるやり方がよい」について、「とてもそう思う」が 31.6％、「まあそう思う」が 46.4％で、あわせて

78.0％の学生が現行方式を評価している。これに対して、「B. 入学時点から専門を決めて、それを４年間

で学んでいくやり方がよい」という学生の割合は、33.6％にすぎず、レイト・スペシャリゼーション (late 

specialization) を評価する学生が 61.4％となっている。ただし、「C. 前期課程で専門の基礎を固めて、後期

課程でも引き続き語学や教養を学ぶのがよい」という方式を評価する学生も 51.8％と過半数に達しており、

東京大学の学士課程教育全体については、まだ検討する余地があると考えられる。

Ｑ．教養と専門の学習の仕方についていくつかの考え方があります。つぎの項目についてあなたはどのよ

うに考えていますか。
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　4月からの予定に関しては、「国

内の大学院に進学」と回答した

者の割合がもっとも高く、 53.6%

である。これは東京大学の特徴

の一つである。続いて、「企業に

就職」 が 27.3% であり、この両

者をあわせれば、80.9％となっ

ている。

　残りの内訳は、「公務員とし

て就職」 6.3%、「その他の進学」

と「その他の進路」がそれぞれ

1.6％、1.5％、「司法修習生、臨

床研修医」 1.0%、「国内の大学に

学士入学」0.6%、「教育研究機関

に就職」 0.5%、「起業・自営業」 0.4%、「海外の大学院に留学」0.1% である。このように、学生は卒業時、

多数の学生は進路を決めており、「まだ決まっていない」（2.6%）とする学生はきわめて少数である。

Ｑ．４月からの予定は、下の項目ではどれにあたりますか

　グラフは、ある時期までに、

どの程度の人が就職活動をはじ

めたのか、また最終的に内定を

もらったのかを示している（累

積度数）。どの項目においても曲

線が急激に上昇する時期があり、

その活動が本格化してきたこと

を示している。

　3年生の5月くらいからサイト

への登録が始まり、9月～ 10 月

にピークをむかえる。会社の説明

会への参加も、サイトの登録に追

随して本格化する。面接は、3年

生の 1月くらいから本格化し始め、3月には 92.4% の学生がこれを経験している。内定の線をみると、4年

生の 4月に一気に上昇している。60.2％が、この時期までに決まることになるが、5月以降も 9月くらい

まで漸増がみられる。それ以降は頭打ちとなっており、夏休みを過ぎると就職活動は難しい局面に入ること

を示している（あるいは、この時期までに進路変更を決めるケースもあることが考えられる）。

　就職協定廃止以降、一般的にみられる動向ではあるが、就職活動は 4年に入ってから本格化するのではな

く、活動の中心は 4年の 5・6月以前にある。このことが、集計結果から再確認されたとみてよいだろう。

Ｑ．あなたは就職活動をいつから始め、いつ内定をもらいましたか。（民間企業への就職活動を行った人のみ）

※タテ軸は、その時期までに各項目のことがらを経験した人数 ( 累積度数 )
※進学者・無回答者を除いて集計した

( 人 )
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　進路の決定のプロセスについては（A～ E）、まず、全体の回答（合計）を見てみると、「あてはまる」と「ま

ああてはまる」とあわせて、「B. 進路を決める際、大学の先輩に意見を聞いた」と回答する割合がもっとも高く、

58.2% である。続いて、「A. 進路を決める際、大学の先生に意見を聞いた」が 30.4% で、「C. 進路を決める際、

研究室のつながりが役に立った」が 32.4%、「E. リクナビなどの情報サイトが役に立った」が 25.6% となっ

ている。「D. 大学の進路相談の機会が役に立った」との回答の割合は 15.3% にとどまっている。

　「F. 就職活動のために勉強の時間がとれなかった」について、「あてはまる」は 5.6% で、「まああてはまる」

（15.4%）とあわせれば、21.0% となっている。「G. 満足のいく進路決定ができた」について、「あてはまる」

（32.7%）と「まああてはまる」（40.0%）をあわせると、72.7% に達している。「H. 厳しい就職活動となった」

について、「あてはまる」は 9.2% で、「まああてはまる」15.9％、両者をあわせて 25.1% である。また、「I. 経

済状況を考えて進路を変更した」では、「あてはまる」と「まああてはまる」をあわせると、12.0% という

結果となっている。

　

Ｑ．あなたの進路決定のプロセスについてお聞きします。

連絡先 : 大学総合教育研究センター 
メールアドレス : cerd@he.u-tokyo.ac.jp　ホームページ  : http://www.he.u-tokyo.ac.jp/　担当 : 小林
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　共同研究や受託研究の増加を背景に、研究契約のス
ムーズな遂行を図ろうと、５月13日（金）、16日（月）
の両日、産学連携プラザで「研究契約事務担当者向け説
明会」（主催：産学連携課、協力：知的財産部）を開いた。
　冒頭、植田清美産学連携課長から、「研究契約に関す
る昨年度の相談件数が延べ1,600件を超えたことからも、
研究契約事務担当者の方々の業務量が増えていることが
推察されます。この説明会で学んでいただくことが、少
しでも研究契約業務の手助けになれば幸いです」と挨拶
があった。
　過去２回の開催は各部局１名以上の参加をお願いして
いたが、定期開催となって３回目の今回の説明会は、必
要な方、興味のある方という募集をしたにもかかわらず、
各部局の研究契約担当として新しく配属された職員やベ
テラン職員など54名もの多数の参加があり、研究契約事
務に対する意識の高さが窺われた。「共同研究契約」「受
託研究契約」「秘密保持契約」「成果有体物提供契約書、
契約審査の流れ及び会計処理」について、産学連携課企
画チームと知的財産部によるスクリーンを使用した説明
が行われ、前回開催時のリクエストにも対応する形で、
今回の説明会には「著作権の取り扱い」に関する説明も
盛り込まれた。
　説明会後のアンケートには、約９割の参加者が回答。
その中でも特に、「『成果有体物関連、MTA』『日本版バ
イドール制度』『著作権』などの聞きたい情報が得られ
た」、「契約業務全体の概要が理解できた」といった感想
や、当日、会場で配付された「知的財産用語集」について、
「用語集を必要としていたところだったので、とても嬉

一般ニュース

一般

産学連携本部

増加する契約事務をよりスムーズに
―研究契約事務担当者向け説明会開
催―

しい」といった感想をいただいた。説明会の全体的な感
想としては、「とても参考になった」または「参考になっ
た」（９割）とのコメントが寄せられたほか、「個別ケー
スによる細部の変更があるにしても、部局単位で方針が
異なる場合が多いように感じるので、例示集に各部局か
らの情報を集約してほしい」といった意見も寄せられた。
　実際に研究契約事務を担当されている方々からの声を
次回の説明会で反映できるよう、要望事項については産
学連携課で検討していきたい。

熱心に聴講する参加者の皆さん

　文部科学省国立大学法人評価委員会は、５月24日（火）、
第１期中期目標期間の業務の実績に係る評価結果を公表
した。
　今回の評価は、中期目標の達成状況等について、平成
20年度に実施された平成16～19年度評価における評価結
果を変更する必要性の確認を基本として実施された。
　東京大学の評価項目ごとの評定は下表のとおり。
　東京大学は、「その他業務運営に関する重要事項」の
判定について「不十分」から「良好」への変更があった。
　評価結果の中では、特記すべき点として、教養学部前
期課程におけるアカデミック・ライティングプログラム
ALESSの開講や初年次活動の充実、世帯給与収入400万
円以下の学部学生に対する授業料の全額免除、博士課程
研究遂行協力制度等の経済的支援の充実、「清華大学に
おける東京大学ウィーク」、「Todai Forum」等を通じた
学術研究成果の発信や研究者・学生交流、東京大学エ
グゼクティブ・マネジメント・プログラム（東大EMP）
の開講、キャンパス内保育園の整備等による福利厚生施
設の充実、政策ビジョン研究センターからの組織的な政
策提言・発信などが挙げられた。
　評価結果の詳細は、次のウェブサイトから閲覧できる。
■http://www.u-tokyo.ac.jp/gen01/d05_06_j.html

一般

本部評価・分析課

第１期中期目標期間の業務の実績に
係る評価結果が公表される
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表：項目ごとの評価結果
項　　目 評定

教育研究等の質の向上の状況
　教育 ４
　研究 ４
　社会との連携、国際交流等 ５
業務運営・財務内容等の状況
　業務運営の改善及び効率化 ４
　財務内容の改善 ４
　自己点検・評価及び情報提供 ４
　その他業務運営に関する重要事項 ４

（ 凡例）
５：中期目標の達成状況が非常に優れている
４：中期目標の達成状況が良好である
３：中期目標の達成状況がおおむね良好である
２：中期目標の達成状況が不十分である
１：中期目標の達成のためには重大な改善事項がある

　５月25日（水）16時30分、「東京大学外国人留学生特
別奨学制度平成23年度４月期研究奨励費受給者証書授与
式」が、田中明彦副学長臨席の下、学生支援センター大
会議室で開催された。
　本奨学制度は、｢大学院において特に優秀な私費外国
人留学生に対し研究奨励費を支給することにより、本学
での学術研究への取組を支援するとともに、諸外国から
の優秀な留学生の受入促進に資する｣ことを目的として、
平成16年度から実施されているもので、月額15万円が標
準修業年限の最終月まで支給される。
　本年度４月期は、修士課程８名、専門職学位課程１名、
博士課程22名の計31名の大学院学生が受給者として決定
され、出席した25名の受給者に田中副学長から受給者証
書が手渡された。

受給者証書授与の様子

一般

本部留学生・外国人研究者支援課

「東京大学外国人留学生特別奨学制
度平成23年度4月期研究奨励費受給
者証書授与式」を開催

　次いで、田中副学長から、日本語および英語で「受給
者の皆さんがそれぞれの分野で研究成果をあげること
は、直接的であれ間接的であれ、日本の地震からの復興
に貢献するものなので、是非がんばっていただきたい」
と激励の言葉があった。引き続き、受給者を代表して新
領域創成科学研究科博士課程オドエメナ アントニー ト
チュクさん（ナイジェリア）から、「研究を進めるにあ
たり、東京大学フェローシップによるサポートは大きな
助けとなります。皆様のご期待にお応えできるよう全力
を尽くします」と感謝の意を表するスピーチがあった。

受給者代表のスピーチ

平成23年度4月期研究奨励費受給者と関係者

＜問い合わせ先＞
国際部　留学生・外国人研究者支援課生活支援チーム
内線22732
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や海洋に放出された放射性物質に関しては長期間に亘っ
て観測し、科学データに基づいて社会としてリスクをど
う捉えるかを議論しなければならないと話を締めた。
　講演後の質疑応答では、多くの市民の方々が質問され、
20程度の質問が約50分に亘ってなされた。中には、「放
射線を浴びることで良いことはないのか？」「放射線を
作物に侵入させない土壌というのはないのか？」という
質問をされる方がいた。現在の環境下において、より前
向きな放射線との付き合いを今後私達皆がしていかなけ
ればならないはずであり、それこそが今必要な姿勢であ
ると感じた。中には「柏地域」は福島県の放射線量に匹
敵するほど高い放射線数値がネット上に公開されている
ことを気にしている方もおられたが、三谷先生からは、
「放射線管理室でも東日本大震災以前から柏キャンパス
内の放射線量を毎月測定しているが数倍程度になってい
るだけで人体に影響が見られるレベルでは、全くない」
とのことであった。次回は6月12日（日）に芦寿一郎准
教授（大学院新領域創成科学研究科自然環境学専攻）に
よる「海溝型巨大地震－海底下で何が起こっているの
か？」と題した講座が開催される。

新領域創成科学研究科先端生命科学専攻の三谷教授

白熱した質疑応答の様子

部局
第２回新領域創成科学研究科「市民
講座」開催

大学院新領域創成科学研究科

　５月15日（日）、晴天の柏キャンパスに多くの市民の
方々が集まった。新領域創成科学研究科主催第２回「市
民講座」が柏図書館において開催された。第１回目は非
常に分かりやすい電力関連の講座内容であったので、第
２回目も連続して聴講したいという多くのご意見をいた
だいていた。第２回目は新領域創成科学研究科先端生命
科学専攻の三谷啓志教授による「生物のもつ放射線防護
のしくみ」という演題での講演であった。最近、多くの
放射線関連の報道があり、不安を抱く市民の声があった
ので、113名の参加はうなずけた。
　講演では冒頭に、昨今の放射線関連の報道では、様々
な専門家が全く異なる見解を公にしている、その立場の
違いはどこから来るのだろうか、また1954年の米国水爆
実験による多量放射性降下物を浴びた第５福竜丸事件当
時から放射線の生物影響はどのように解明されたのだ
ろうかという問題提起から講演はスタートした。最初
の部分では、放射線に関する基礎的な内容をおさらいさ
れた。放射線と言ってもα線やX線そしてγ線などがあ
り、それぞれ特徴が違い、X線を発見したレントゲン博
士は、発見当初は多くのX線を浴びたはずだが、放射線
関連の発病はされなかった等の科学史的な内容まで分か
りやすく解説された。また、放射線に関する３つの単位
（Bq,Gy,Sv）をお金の価値の表し方に例えて間違った理
解をしないように注意された。次に、放射線の生物への
影響について２つの例が示された。１つは幹細胞への攻
撃。これは特定の線量（閾値がある＝確定的影響）を超
えないと発症しない事例であるが、機能を持つ細胞の基
になる幹細胞の数が減ってしまい、通常の組織の機能が
維持できなくなる状態を指す。もう１つは発がんで突然
変異の頻度が上昇することで、その細胞が過剰増殖す
る。これが生殖細胞に生じてしまうと遺伝的影響まで起
こしてしまう。これは小線量でも起こる（閾値がない＝
確率的影響）という。しかしながら、生物は進化の過程
でDNA損傷に対する修復プログラムを持ち、上記現象
に対しての防衛策を持っている。
　今回の東日本大震災による福島原子力発電所の事故
は、放射線量的に言うと、（特に千葉県は）極低線量被
曝の領域のものであり、比較するのは難しいが統計処理
すると、喫煙によるがん発生率の方が今回の被曝量によ
るがん発生率よりもはるかに高い。しかし、今後、土壌

部局
ニュース
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部

26
1

37
27
1

35
58

1
59
0

73
66
3
18

5
23

12
1
13

2
1

3
0

0
0

3
0

3

農
学
部

17
9

64
19
4

56
35

4
40
8

12
4

53
2

9
1
10

8
2
10

8
1

9
2

0
2

0
20

13
17

15
17

16
18

16
2

1
74

61
13
5

0
1

1
2

0
2

1
0

1
0

―
経
済
学
部

28
7

60
29
4

54
75

9
65
6

12
3

77
9
10

11
21

21
5
26

―
―

1
1

2
教
養
学
部

11
3

66
10
8

60
45

27
26
6

15
3

41
9

8
7
15

15
12

27
3

4
7

1
1
15

11
26

教
育
学
部

65
35

56
45

26
9

14
7

89
23
6

1
0

1
10

5
15

2
2

4
0

―

薬
学
部

61
27

65
19

0
1

12
6

47
17
3

5
5
10

0
2

0
2

0
0

1
1

1
4

3
6

2
5

2
0

0
16

7
23

1
0

1
0

0
0

0
小
計

2,5
97

60
2
2,6
07

60
2
82
5
17
8
10
8

33
21

4
6,1
58
1,4
19
7,5
77
14
5
64
20
9
18
0
59
23
9
52

26
78

2
3

5
36

18
54

合
計

5,1
63
1,1
91
5,1
48
1,2
05
1,0
51

20
4
10
8

33
21

4
11
,49
1
2,6
37
14
,12
8
25
0
12
6
37
6
20
1
62
26
3
52

26
78

2
3

5
36

18
54

備
　
考
）
1.　
農
学
部
の
上
段
は
獣
医
学
課
程
を
除
く
各
課
程
の
合
計
数
を
、
下
段
は
獣
医
学
課
程
の
数
を
示
す
。

　
　
　
　
2.　
薬
学
部
の
上
段
は
薬
学
科
（
6年
制
）
を
除
く
各
課
程
の
合
計
数
を
、
下
段
は
薬
学
科
（
6年
制
）
の
数
を
示
す
。

　
　
　
　
3.　
 平
成
21
年
度
（
以
前
）
の
欄
に
つ
い
て
は
、
医
学
部
医
学
科
・
農
学
部
獣
医
学
課
程
・
薬
学
科
（
6年
制
）
は
平
成
21
年
度
入
進
学
者
の
み
、
他
の
学
部
学
科
は
平
成
21
年
度
以
前
の
入
進
学
者
数

を
示
す
。

22_23_キャンハ�スニュース_1413_CS3.indd   2222_23_キャンハ�スニュース_1413_CS3.indd   22 11.6.27   10:32:56 AM11.6.27   10:32:56 AM



23No.1413   2011. 6. 22

平
成
２
３
年
５
月
１
日
現
在
　
大
学
院
学
生
・
研
究
生
・
外
国
人
研
究
生
数
調

研 究 科 等 名

種
別

在
籍

者
在
籍
者
の
う
ち

外
国
人
学
生
（
再
掲
）

在
籍
者
の
う
ち

休
学
者
（
再
掲
）

大
　
学
　
院

外
　
国
　
人

研
　
究
　
生

大
　
学
　
院

研
　
究
　
生

特
　
別

研
究
学
生

課
程
別

修
  士
  及
  び
  専
  門
  職
　
学
　
位
  課
  程

博
士

課
程

合 計

入
進
学

年
度

23
年
度

22
年
度

（
以
　
前
）

21
年
度

以
　
前

小
計

計
23
年
度

22
年
度

21
年
度

20
年
度

以
前

小
計

計

修士
（専
門職
学位
）

課
程

博
　
士

課
　
程

計

修士
（専
門職
学位
）

課
程

博
　
士

課
　
程

計
性
別

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

計
男

女
計

男
女

計

人
文
社
会
系

67
57

80
47

44
26

19
1

13
0

32
1

43
35

43
35

39
34

15
1

10
1

27
6

20
5

48
1

80
2

16
35

32
50

13
3

28
15

10
0

72
21
5

21
19

40
6

7
13

0
0

0
(5)

(5)

教
　
育
　
学

40
42

44
47

16
7

10
0

96
19
6

25
26

22
25

29
30

47
59

12
3

14
0

26
3

45
9

3
12

4
37

56
7

7
38

51
10
3

2
5

7
2

5
7

1
1

2
(1)

(1)

法
学

政
治
学

総
合
法
政

11
13

11
7

1
2

23
22

45
13

7
6

7
11

10
13

25
43

49
92

13
7

11
18

14
25

68
0

2
9

9
20

8
4

12
0

0
0

0
0

0

法
曹
養
成
〔
14
4〕
〔
84
〕〔
15
4〕
〔
70
〕
〔
68
〕
〔
57
〕〔
36
6〕
〔
21
1〕
〔
57
7〕

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
〔
57
7〕

〔
4〕

〔
4〕

-
-
〔
8〕

〔
7〕

〔
8〕

-
-
〔
15
〕

-
-

-
-

-
-

-
-

-

経
  済
  学

56
16

67
16

16
2

13
9

34
17
3

17
5

13
3

24
5

26
11

80
24

10
4

27
7

19
19

6
5

49
9

2
24

14
49

2
2

4
5

1
6

0
0

0

総
 合
 文
 化

15
5

95
13
5

97
45

43
33
5

23
5

57
0

82
59

93
48

10
3

65
17
5

16
4

45
3

33
6

78
9
1,3
59

23
51

55
85

21
4

23
33

12
4

10
7

28
7

19
17

36
11

6
17

4
7

11
(1)

(4)
(5)

(3)
(7)

(10
)

理
　
学
　
系

28
3

60
29
7

58
40

6
62
0

12
4

74
4

15
4

26
14
0

25
13
6

36
60

30
49
0

11
7

60
7
1,3
51

19
10

31
14

74
17

5
17

5
44

1
4

5
6

4
10

6
0

6
(3)

(3)

工
学
系

74
6

10
1

86
9

13
1

19
9

36
1,8
14

26
8
2,0
82

16
6

38
28
5

62
30
0

67
20
1

63
95
2

23
0
1,1
82

3,2
64

26
8

10
7

37
9

14
4

89
8

62
7

59
18

14
6

55
29

84
12

5
17

22
11

33
(2)

(2)
(10
)

(7)
(17
)

原
子
力

〔
17
〕
〔
0〕

〔
0〕

〔
0〕

-
-
〔
17
〕
〔
0〕
〔
17
〕

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
〔
17
〕
〔
0〕

〔
0〕

-
-
〔
0〕

〔
0〕

〔
0〕

-
-
〔
0〕

-
-

-
-

-
-

-
-

-

農
学
生

命
科
学

農
　
学

19
9

79
20
0

98
28

9
42
7

18
6

61
3

93
44

73
58

81
55

45
25

29
2

18
2

47
4
1,0
87

28
36

67
92

22
3

11
7

20
15

53
8

2
10

8
5

13
4

11
15

(2)
(2)

(3)
(10
)
(13
)

獣
医
学

-
-

-
-

-
-

-
-

-
6

5
17

12
15

7
12

5
52

33
85

85
-

-
9

14
23

-
-

0
2

2
1

0
1

3
2

5
0

1
1

2
4

(1)
(1)

医
学
系

医
　
学

-
-

-
-

-
-

-
-

-
14
0

68
13
4

63
12
1

51
13
5

55
56
3

25
5

81
8

81
8

-
-

41
29

70
-

-
34

19
53

1
2

3
2

0
2

13
5

18
33

18
(2)

(2)

保
健
学

14
26

13
41

2
11

29
78

10
7

4
15

12
25

9
36

3
21

28
97

12
5

23
2

8
16

8
25

57
1

12
1

15
29

3
4

7
1

2
3

1
1

2
(2)

(2)
(1)

(1)
医
科
学

17
7

16
11

3
2

36
20

56
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

56
0

2
-

-
2

1
1

-
-

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

公
共
健

康
医
学

〔
17
〕
〔
14
〕
〔
8〕
〔
10
〕
〔
1〕

〔
1〕
〔
26
〕
〔
25
〕
〔
51
〕

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
〔
51
〕
〔
2〕

〔
2〕

-
-
〔
4〕

〔
1〕

〔
1〕

-
-
〔
2〕

-
-

-
-

-
-

-
-

-

薬
　
学
　
系

76
25

68
17

6
3

15
0

45
19
5

38
13

46
15

44
14

16
4

14
4

46
19
0

38
5

7
2

9
11

29
4

1
2

1
8

4
4

8
2

0
2

1
5

6
(5)

(5)

数
 理
 科
 学

49
2

42
1

7
0

98
3

10
1

20
1

25
0

18
0

4
1

67
2

69
17
0

9
2

8
1

20
1

0
2

0
3

0
1

1
1

0
1

0
0

0

新
領
域
創
成
科
学

30
3

92
34
3

10
2

65
35

71
1

22
9

94
0

97
26

11
0

43
99

32
72

36
37
8

13
7

51
5
1,4
55

54
55

74
37

22
0

18
8

14
10

50
9

6
15

4
1

5
6

0
6

(1)
(1)

情
報
理
工
学
系

19
7

10
19
3

15
32

2
42
2

27
44
9

47
4

77
8

60
5

47
3

23
1

20
25
1

70
0

62
16

84
8

17
0

14
0

19
0

33
14

6
20

0
0

0
8

2
10

(7)
(2)

(9)

学
 際
 情
 報

41
33

55
34

20
15

11
6

82
19
8

22
12

21
17

16
20

42
23

10
1

72
17
3

37
1

17
27

22
35

10
1

7
7

18
12

44
11

16
27

0
0

0
0

1
1

(1)
(1)

公
共
政
策
学

〔
68
〕
〔
26
〕
〔
76
〕
〔
42
〕
〔
20
〕
〔
9〕
〔
16
4〕
〔
77
〕〔
24
1〕

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
〔
24
1〕
〔
12
〕
〔
17
〕

-
-
〔
29
〕
〔
6〕

〔
2〕

-
-
〔
8〕

-
-

-
-

-
-

-
-

-

合
　
　
計

2,2
54

65
8
2,4
33

72
2

52
4

19
9
5,2
11
1,5
79
6,7
90

96
7

38
4
1,1
17

44
6
1,1
05

46
7
1,0
84

64
8
4,2
73
1,9
45
6,2
18
13
,00
8

54
4

40
8

84
3

61
2
2,4
07

20
3

10
7

48
1

35
0
1,1
41

15
9

12
1

28
0

63
38

10
1

66
45

11
1

〔
24
6〕
〔
12
4〕
〔
23
8〕
〔
12
2〕
〔
89
〕
〔
67
〕〔
57
3〕
〔
31
3〕
〔
88
6〕

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
〔
88
6〕
〔
18
〕
〔
23
〕

-
-
〔
41
〕
〔
14
〕
〔
11
〕

-
-
〔
25
〕

-
-

-
(10
)

(6)
(16
)
(27
)
(37
)
(64
)

備
　
考
）　
１
．
専
門
職
学
位
課
程
は
、〔
　
〕
書
き
で
示
し
外
数
で
あ
る
。

２
．
農
学
生
命
科
学
研
究
科
、
医
学
系
研
究
科
の
下
段
学
生
数
は
、
平
成
19
年
度
以
前
の
入
学
者
を
示
し
、
外
数
で
あ
る
。

３
．
修
士
及
び
専
門
職
学
位
課
程
の
22
年
度
（
以
前
）
の
欄
に
つ
い
て
は
、
工
学
系
研
究
科
原
子
力
専
攻
は
平
成
22
年
度
以
前
の
入
学
者
、
他
の
研
究
科
（
教
育
部
）
の
専
攻
は
平
成
22
年
度
入
学
者
を
示
す
。

４
．
大
学
院
研
究
生
、
特
別
研
究
学
生
欄
の
（
　
）
内
は
、
外
国
人
を
示
し
内
数
で
あ
る
。

５
．
外
国
人
学
生
に
は
在
日
外
国
人
を
含
む
。

６
．
大
学
院
科
目
等
履
修
生
の
数

教
育
学
研
究
科
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
（
33
人
）、
法
学
政
治
学
研
究
科
（
法
曹
養
成
）
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
（
10
人
）、
工
学
系
研
究
科
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
（
0人
）、
薬
学
系
研
究
科
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
（
0人
）、

情
報
理
工
学
系
研
究
科
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
（
0人
）、
公
共
政
策
学
教
育
部
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
（
2人
）

７
．
情
報
学
環
教
育
部
研
究
生
（
12
9人
）
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■開催趣旨
　高品質製品の創出を得意技としてきた我が国のものづ
くりは、今後、科学に立脚したアプローチとの融合によ
り更なる進化を遂げることが期待されています。中でも、
シミュレーション技術はそのための基幹技術として、従
来の概念を超えた新しい役割を果たすことが求められて
います。
　このような状況を踏まえ、平成20年10月１日からスタ
ートした「イノベーション基盤シミュレーションソフト
ウェアの研究開発」プロジェクト（文部科学省「次世代
ＩＴ基盤構築のための研究開発」）は、産業イノベーシ
ョンに資する我が国独自のシミュレーションソフトウェ
アの研究開発とその普及を目標に掲げ、ものづくりプロ
セスのイノベーションとプロダクトそのもののイノベー
ションを創出するための基盤となるシミュレーションソ
フトウェアの研究開発を推進しています。
　本プロジェクトの第３回目となる今回のシンポジウム
では、「みえてきた先端シミュレーションの実力」と題し、
第１日目は我が国を代表する計算科学技術についての基
調講演の後、京速コンピュータ時代において益々威力を
発揮する先端ソフトウェアの事例研究についての報告を
行い、将来の社会・産業への計算科学の新しい役割・貢
献について提案します。第２日目には産業界で実際に利
活用している方々からの先端的ソフトウェアの利活用報
告を、分野ごとに数多く紹介します。多くの方々のご参
加をお待ちしております。

シンポジ
ウム・講演会

シンポジウム・講演会

生産技術研究所

「イノベーション基盤シミュレーションソフトウェアの研
究開発」プロジェクト第３回シンポジウム開催のお知らせ

■開催日時など

開催日時
 【１日目】７月14日（木）10：00～18：30
 【２日目】７月15日（金）10：00～17：30
　
会場  生産技術研究所コンベンションホール
                           　　　　　　　 （An棟2階）
主催  生産技術研究所
後援（予定）日本学術会議
  自然科学研究機構分子科学研究所
  (独)海洋研究開発機構
  (独)理化学研究所
  (財)計算科学振興財団
協賛  学会（28機関予定）
参加費  無料
URL  http://www.ciss.iis.u-tokyo.ac.jp/riss

平 成 ２ ３ 年 ６ 月
東京大学環境安全本部

東京大学喫煙対策宣言(案)及び東京大学喫煙対策基本方
針(案)並びに東京大学喫煙対策実施要領(案)に関する意
見の募集について

　本学における適切な喫煙対策の在り方を検討するた
め、平成22年７月から喫煙対策ワーキングにより喫煙対
策宣言及び喫煙対策基本方針並びに喫煙対策実施要領の
改正作業を進めて参りました。
　このたび、改正案がまとまりましたので、学内に公開
し、教職員及び学生の方々から喫煙対策宣言(案)及び喫
煙対策基本方針(案) 並びに喫煙対策実施要領(案)につい
ての意見を聞くことといたします。
　つきましては、別紙「意見投稿要領」により、各案に
ついてのご意見・コメントを募りますので、是非、お寄
せください。
　お寄せいただきましたご意見への返答は、整理のうえ、
後日、東大ポータルによる公開を予定しております。
　なお、改正後の喫煙対策宣言及び喫煙対策基本方針並
びに喫煙対策実施要領は、平成23年秋頃を施行予定とし
ております。

募 集
募 集

環境安全本部

本学の喫煙対策について
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意 見 投 稿 要 領

1. 募集対象
　(1)東京大学喫煙対策宣言(案)
　(2)東京大学喫煙対策基本方針(案)
　(3)東京大学喫煙対策実施要領(案)

　 ※詳細は、東大ホームページをご覧ください。
 「喫煙対策宣言等に係る意見募集について」
  http://www.u-tokyo.ac.jp/fac06/public18_j.html

2. 募集期間
　平成23年６月８日(水)から７月28日(木) 
　最終日17時必着

3. 投稿方法
　電子メール (郵送、学内便、ファックスも可)

　※ 電話でのご意見等は、お受けいたしかねますのでご
了承願います。

4. 投稿先
　東京大学環境安全本部　喫煙対策箱　宛
　〒113-8654　東京都文京区本郷７－３－１　
　メールアドレス
　kankyoeiseikikaku@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
　ファックス 03-5841-1053

　※ 電子メールの「件名」に「喫煙対策箱」と記述願い
ます。

　※ 氏名、電話番号など個人情報を記述する必要はあり
ません。

　今年で第９回を迎える発明コンテスト。本学の学生で
あればどなたでも参加できますので、皆様ふるって応募
してください。また、教職員のみなさまにはコンテスト
の趣旨を、広く学生の方々に周知していただきますよう
お願い致します。

募集趣旨：これからの知的立国を支える人材には、知的
生産活動により得られた新規アイデアを個人の内に秘め

お知らせ
お知らせ
生産技術研究所

集まれ！　発明王　第９回東京大学学生発明
コンテスト

ておくばかりでなく、その新規性の権利を明確に主張で
きることが、強く望まれています。柔軟な思考を持つ学
生諸君に、そのような権利主張を行うトレーニングの機
会を与えることを目的として、発明コンテストを企画し
ました。この機会を通じて、権利主張の能力を磨いてい
ただくとともに、知的財産権に対する理解を深めていた
だくことを期待しています。
※HPで第１回から第８回の本コンテストの詳細を見る
ことができます。http://hatsumei.iis.u-tokyo.ac.jp/

応募資格：本学の学生（学部学生・大学院生等）

応募期間：６月３日（金）～９月30日（金）(必着)

※　 まずは下記ホームページ上のエントリーフォームか
ら氏名、所属、メールアドレスを送信してエント
リー！折り返し応募書類ならびに過去の応募例など
をお送りします。

　　http://hatsumei.iis.u-tokyo.ac.jp/

日程：
10月下旬：書類審査終了　予備審査結果の通知
12月22日（木）：本審査　プレゼンテーション
平成24年１月初旬：審査結果の通知
平成24年１月下旬：表彰式

募集分野：
アイデアのみでも試作品段階でも結構です。
一般部門： 日用品から専門知識を活かしたものまで、発

明の分野を問いません。
課題部門： 今年度のテーマは「『ものづくり』に役立つ

発明」です。
※　 課題部門の審査に当たってはアイデア、プレゼンテ

ーション技術をより重視して行います。

審査：生産技術研究所（産学連携委員会）、産学連携本部、
財団法人生産技術研究奨励会（TLO）、弁理士の関係者
で行う予定
※　 審査においては、特許性よりもアイデア、プレゼン

テーション技術を重視する予定です。
※　 本審査に際しては、特許事務所に先行事例の調査を

依頼します。

表彰：発明大賞、産学連携本部長賞、生産技術研究所長
賞、アイデア賞、奨励賞（数件）
※　 各賞に賞状、（株）ニコンより豪華副賞、賞金（総

額50万円）／参加者全員に記念品
※　 優秀な発明に対しては、特許出願のアドバイス
※　 一人で複数の発明を応募しても構いませんが、発明

ごとに別々に応募してください。
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主催：生産技術研究所、産学連携本部、財団法人生産技
術研究奨励会（TLO）
詳しくは下記ホームページをご覧ください。
http://hatsumei.iis.u-tokyo.ac.jp/

問い合わせ先・応募先：
〒153-8505　東京都目黒区駒場4-6-1
東京大学生産技術研究所内
財団法人生産技術研究奨励会　発明コンテスト係
電話：03-5452-6094　Fax：03-5452-6096
E-mail: hatsucon@iis.u-tokyo.ac.jp

　「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、15号館ロビー、図書館ロビー、生協書
籍部、駒場保健センターで無料配布しています。バック
ナンバーもあります。
　第539号の内容は以下のとおりとなっていますので、
ぜひご覧ください。

廣野喜幸：データの不正と科学者の責任
　　　　　――学術雑誌のおける査読の役割
佐藤直樹：理系学生にもっと第２外国語を
　　　　　～豊かな国際化のために～

 〔本郷各学部案内〕
大村敦志：法学と法学部
　　　　　――変わるもの・変わらないもの
宮園浩平：医学の魅力・医学部の魅力
近山隆　：工学部ってなにをするところ？
中地義和：文学部を間近から　
吉川洋　：経済学とは
市川伸一：教育学部への招待
福田裕穂：理を学ぶ――今こそ必要な「自然の根源
　　　　　的ルールの理解」と「科学の目」
長澤寛道：歴史を土台に未来を切り拓く農学部
花岡健二郎：薬学部に学ぶ創薬科学および基礎
　　　　　　生命科学研究

演奏会：シューマン歌曲の調べ
学部報委員会：コーナーストーン／委員交替

お知らせ
大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第539（６月８日）号の発行
――教員による、学生のための学内新聞――

　講習会に参加して、文献の探し方・Webでの文献管
理方法を、マスターしましょう！
　情報基盤センター図書館電子化部門では、定期的に、
“情報探索ガイダンス”各種コースを実施しています。
　実際にパソコンを操作しながら実習するので、わかり
やすいと大変好評です。
　７月は、提供元から講師を招いて実施する２コースも
あります。この機会をお見逃し無く！
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。
　※自宅からの利用方法はどのコースでも説明します。

■ 7/6（水）15:00～16:00
　　文献検索早わかり
　これから文献検索をしてみたいという方向けに、学内
での文献入手方法と、テーマから雑誌論文（日本語・英
語）や新聞記事を探す方法の基本を、代表的なデータベ
ースを使って実習します。文献検索の入門編としておす
すめです。（「はじめての論文の探し方」コースと新聞記
事検索以外は内容が重複します。ご了承ください。）

お知らせ
情報基盤センター

「文献検索早わかり」ほか
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ
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■ 7/8（金）15:00～16:00
　　はじめてのWeb of Science
　Web of Scienceは11,000誌以上の学術雑誌掲載論文を
検索できる、代表的な雑誌論文データベースです。論文
の引用情報も調べることができます。収録論文は全分野
にわたるため、どの分野の方にもおすすめします。はじ
めての方向けにゆっくりと、Web of Scienceを使った英
語論文の基本的な探し方を実習します。

■ 7/12（火）14:30～16:00 
　　人文社会科学系のための
　　Web of Science + EndNote Web入門
　人文社会科学系の方向けに、11,000誌以上を収録対
象とした代表的学術雑誌論文データベース「Web of 
Science」の利用方法と、検索した論文を文献管理ツー
ル「EndNote Web」に取り込む方法、参考文献リスト
の自動作成方法を実習します。

■ 7/14（木）14:30～16:00 
　　自然科学系のための
　　Web of Science + EndNote Web入門
　自然科学系の方向けに、11,000誌以上を収録対象とし
た代表的学術雑誌論文データベース「Web of Science」
の利用方法と、検索した論文を文献管理ツール「EndNote 
Web」に取り込む方法、参考文献リストの自動作成方
法を実習します。

■ 7/19（火）15:00～16:00
　　RefWorksを使うには？
　これからRefWorksを使ってみようという方向けに、
Web版の文献管理ツール「RefWorks」の使い方を説明し
ます。CiNii（日本語論文）、Web of Science、ProQuest
（英語論文）など代表的なデータベースからのデータの
取り込み方、参考文献リストの自動作成方法を実習しま
す。（「人文社会科学系のためのRefWorks入門」「自然科
学系のためのRefWorks入門」参加者は受講不要）

■ 7/21（木）13:30～14:30
　　OECDの出版物や統計を探すには？
　　「OECD iLibrary」講習会【※予約優先】
　OECDの出版物、統計情報等を全て収録したデータ
ベース「OECD iLibrary」の利用方法を実習します。
OECD東京センターから講師を招聘して行います。

■ 7/27（水）13:30～14:30
　　「Business Source Complete」で経済学・経営学・
　　国際ビジネス情報を検索するには？【※予約優先】
　経済学・経営学・ビジネス分野の学術雑誌論文をはじ
め、市場調査や企業レポートなど経済学・経営学・国際
ビジネス研究分野の抄録・全文情報を提供しているデー
タベース「Business Source Complete」の利用方法を実
習します。提供元のEBSCOから講師を招聘して行います。

■ 7/29（金）15:00～16:00
　　医学・生命科学系のための
　　文献検索 + RefWorks入門
　文献検索の機会が多い医学・薬学・生命科学・生物
学系の方向けに、「PubMed」「Web of Science」の検
索テクニックと、検索結果をWeb版の文献管理ツール
「RefWorks」に取り込み参考文献リストの自動作成方法
を実習。雑誌のインパクトファクターの調べ方も解説。
（6/30の"Introduction to Medical Document Databases 
as Research Tools"【Advanced Course】の受講者は参
加不要）

●会場：本郷キャンパス総合図書館１階講習会コーナー
（ECCS無線LANまたは全学共通無線LANサービス
utroamの設定済みのノートPC持込OK）

●参加費：無料

●予約不要（※7/21、7/27のコースを除く）
　各回先着15名。直接ご来場ください。

●申込み先：
※以下の２コースのみ、予約優先です。
・7/21（木）「OECD iLibrary」講習会
・7/27（水）「Business Source Complete」講習会
学術情報リテラシー係（literacy ＊ lib.u-tokyo.ac.jp）宛
てに、以下のメールをお送りください。
（＊は@に置き換えて送信してください。）
件名：7月ガイダンス参加希望（OECDまたはBusiness 
Source）
本文：(1)参加講習会（OECDまたはBusiness Source）
(2)氏名 (3)身分 (4)所属 (5)講師への質問 (6)利用経験

★授業・ゼミでも講習します！
　論文の探し方の出張講習を、随時受付中です（無料）。
授業やゼミの内容に合わせて講習いたします。会場のこ
となど、ご相談に応じます。まずはお気軽にお問い合わ
せください。どのキャンパスでもOKです。
　過去の実施例は以下のURLでご覧いただけます。
 （http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.ht
ml）

★Litetopiメールマガジン発信中！
　本学所属の方を対象に、データベースのニュースや講
習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
下記アドレスまでメールでご連絡ください（無料）。
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　　　　　literacy＠lib.u-tokyo.ac.jp

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy ＊ lib.u-tokyo.ac.jp 
 （＊は@に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.htm
l
（ツイッター　http://twitter.com/gacos_todai）

　東京大学音楽部管弦楽団は1920年、東京帝国大学音楽
部として発足しました。創立以来、近衛秀麿・柴田南雄・
別宮貞雄・早川正昭の各氏をはじめ音楽界に数多くの人
材を輩出しています。これまでに96回の定期演奏会の他、
多数の演奏旅行を実施しています。平成14年度には第２
回学生表彰「東京大学総長賞」を受賞しました。
　今年は埼玉・東京・松本・神戸・高松にてサマーコン
サートを開催致します。皆様のご来場を心よりお待ち申
し上げております。

＜埼玉公演＞
７月18日（月・祝）　13：30 開場　14：00開演　
大宮ソニックシティ 大ホール
＜東京公演＞
７月30日（土）　18：00 開場　18：30開演　
文京シビックホール 大ホール
＜松本公演＞
８月６日（土）　14：00 開場　14：30開演　
長野県松本文化会館 大ホール
＜神戸公演＞
８月７日（日）　18：30 開場　19：00開演

お知らせ
本部学生支援課

東京大学音楽部管弦楽団
サマーコンサート2011のお知らせ

国際会議場 ポートピアホール
＜高松公演＞
８月９日（火）　17：30 開場　18：00開演　
サンポートホール高松 大ホール

指揮：三石精一（当団終身正指揮者）
曲目：モーツァルト　『魔笛』序曲
　　　Ｒ．シュトラウス　交響詩『ドン・ファン』
　　　ブラームス　交響曲第３番ヘ長調

料金：全席自由 1,000円

チケットのお申し込み・お問い合わせ：
当団ホームページ　http：//www.ut-orch.com/　または
メール　todaiorch_ticket_2011@yahoogroups.jp　より
お願い致します。

【 本件に関する問い合わせ】
本部学生支援課学生生活チーム
担当：山形（内線：22514）
E-mail：gakuseiseikatsu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

　教養学部駒場博物館では、夏の特別展として「小石川
植物園と植物学の世界」展を７月16日（土）～９月19日
（月・祝）まで開催いたします。
　小石川植物園は、徳川綱吉の幼時の居邸であった白山
御殿の地に1846年に開設された小石川御薬園を引き継
ぎ、明治10（1868）年に東京大学の附属施設となりました。
当時、すでに西洋の植物学に触れていた本草学者伊藤圭
介と賀来飛霞が植物園で植物取調べを行なう一方、神田
一橋の植物学教室（明治18年に方烏合構内に移転）では
アメリカ帰りの矢田部良吉が研究をリードし、植物園の
管理（園長）も担当していました。平瀬作五郎による「イ
チョウの精子発見」の偉業が達成された直後、明治30年

お知らせ
大学院総合文化研究科・教養学部

特別展「小石川植物園と植物学の世界」
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には植物学教室が植物園内に移転して、昭和９年までの
間、小石川植物園は文字通り日本の植物研究センターで
した。松村任三やその弟子によって分類学が推進された
のはもちろん、三好学、藤井健次郎やその弟子により形
態学、生理学、生態学、細胞学、遺伝学といった植物学
の様々な分野が発展しました。1980年頃から植物分類学
の研究が植物園で再出発し、研究・研究支援施設として
活発に活動しています。
　本展覧会では、小石川植物園や植物学の歴史・研究に
ついて解説します。『小石川植物園草木図譜』とその元
絵図や、最近調査された資料なども展示いたします。
　ギャラリートークや体験・参加型のイベントなどもあ
わせて実施する予定です。９月17日（土）～19日（月・祝）
には、日本植物学会が駒場キャンパス内で行われます。
公開シンポジウムは９月19日（月・祝）午後に開催され
ます。開館時間は10：00～18：00（入館は17：30まで）、
火曜休館。展示やイベントに関する最新情報は、駒場博
物館ホームページにてご確認ください。
http://museum.c.u-tokyo.ac.jp/
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事 務 連 絡
人事異動（教員）

発令日、部局、職、氏名（五十音）順

発令日 氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（退　　職）

23.5.31 中村　耕三 辞　職（国立障害者リハビリテーションセンタ
ー・自立支援局長）

大学院医学系研究科教授

23.5.31 森　臨太郎 辞　職 大学院医学系研究科准教授
23.5.31 山本　剛久 辞　職（名古屋大学大学院工学研究科・教授） 大学院新領域創成科学研究科准教授
23.6.1 服部　民夫 辞　職 大学院人文社会系研究科教授

（昇　　任）
23.5.16 五十嵐　健夫 大学院情報理工学系研究科教授 大学院情報理工学系研究科准教授
23.5.16 枝川　圭一 生産技術研究所附属サステイナブル材料国際研究

センター教授
生産技術研究所附属サステイナブル材料国際
研究センター准教授

23.5.16 三河内　岳 大学院理学系研究科准教授 大学院理学系研究科助教
23.5.16 伊藤　幸彦 大気海洋研究所附属地球表層圏変動研究センター

准教授
大気海洋研究所助教

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
　東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。

URL  
http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/kouhou_ j.html →  

 
TEL 03-3811-3393  82032  
E-mail kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 

 

 
URL  
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◆表紙写真◆
　五月祭での和太鼓演奏（演奏者：和太鼓グループ彩）
　【38ページに関連記事】

今月号より、本格的に学内広報の編集に携わらせていただいて

おります（た）です。昨年 9月より本学で勤務をさせていただ

いています。今回初めて編集の仕事に携わり、改めて日本語の

難しさを痛感しました。学内広報を含め、広報という仕事は初

めてで、本学のことも知らない事ばかりなので、まだまだとま

どってばかりの毎日ですが、頑張っていきたいと思いますので、

よろしくお願い致します。（た）
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東京大学広報室
〒113-8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学本部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp/

学問への信頼・社会への信頼
　今回の大震災では、地震予知、津波の予測、そして原発の安全性や放射
能汚染のリスク評価など、科学への信頼が根底から揺るがされるような問
題が誰の目にも明らかになってしまった。これはまた、現代社会が、いか
に学問的知識の基盤をあてにして成り立っているかの証左でもあるといえ
る。
　このことは、じつは自然科学だけの問題ではない。日本の社会保障制度
は、30年以上にわたって持続可能性問題に悩まされているが、その大本の

原因は、当初の制度設計の誤りと経済と人口に関する予測の甘さである。あるいは、バブル崩壊以後、日
本の経済社会は名目GDP成長率がほぼゼロという失われた20年に苦しめられている。そこには経済・金
融政策上の大きな誤りがあるのだが、学問世界がそれを容認ないし放置してきた面も大きい。
　社会は信頼から成り立っている。個々の身近な人たちへの信頼もそうだが、経済取引の相手への信頼、
制度や政治への信頼がなければ、われわれの日常生活の根幹が揺らいでしまう。そうした信頼は予測可能
性と結びついている。ところが、たとえば今日の年金制度はこのまま持続可能かどうか疑わしい。日本の
財政さえも将来不安が指摘されている。これらは、現実の就職難や雇用の不安定さとあいまって、若い世
代を中心に、政治や制度への根本的な不信感をもたらしている。このような社会への信頼の弱体化は、今
回の原発問題でさらに深まってしまったように思われる。
　制度や政策への信頼の喪失や崩壊は、それを支えてきた学問への信頼も揺るがしている。しかし、逆に、
新しく信頼を取り戻すために何かをなしうるのも学問であり科学である。今こそ、経済の低迷や社会保障
制度の混乱から脱却するとともに、安全で安定した電力供給や災害対策への展望を切り拓くために、学問
世界の奮起が望まれているといえるのではないだろうか。

盛山和夫　（大学院人文社会系研究科・文学部）

　（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

　この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前に
広報室の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報室までお送り
ください。なお、記事についての問い合わせ及び意見の申し入
れは、本部広報課を通じて行ってください。　

淡
青
評
論

七徳堂鬼瓦
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